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業
ア
ン
ケ
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体
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割
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問
設
問
文

有
効

回
答
数

問
設

問
文

本
授

業
へ
の

あ
な
た
の

出
席
率

有
効

回
答

数

授
業
内
容
が
理
解
で
き
た
。

授
業
あ
る
い
は
関
連
分
野
に
興
味

を
も
て
た
。

授
業
の
目
標
・
目
的
を
理

解
し
て
い
た
。

成
績
評
価
方
法
・
基
準
等
を
把
握
し
て
い
る
。

全
体
（
％
）

平
均
値

授
業
を
し
っ
か
り
と
聞
い
て
い
た
。

予
習
・
復
習
は
行
な
っ
て
い
た
。

受
講

者
数

回
答

者
数

出
席

率
5
割

未
満

（
％

）

標
準

偏
差

出
席
率
9
割
以
上
（
％

）

1
6

9
割

以
上

4
0
2

9
～

5
割 9
4

5
割

未
満

出
席
率
別
有
効
回
答
数

1
,5
3
1

6
5
8

出
席
率
（
％
）

出
席

率
9
～

5
割

（
％

）

学
生
　
各
位

情
報
学
研
究
科
で
は
、
大
学

院
設
置
基
準
第
1
4
条
の
3
に
基
づ
き
、
F
D
（
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）
の
一
環
と
し
て
、
各
学
期
ご
と
に
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

上
表
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は

、
今
後
の
学
生
自
身
の
勉
学
意
識
お
よ
び
学
習
効
果
向
上
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
受
講
者
（
学
生
）
自
身
に
つ
い
て
の
設
問
に
対
す
る
結
果
を
示
し
た
も
の
で
す
。
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